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誰かに語りたくなる大会の取り組み

今年も！大会コンセプトである

につながる施策としてマイコップによる給水を実施します。
事前によくご確認ください。

ゴミを減らすことで美しい沖縄の環境を守り、、環境負荷軽減につなげます。
ボランティア数を削減することにつなげ、持続可能な大会運営を目指します。

沖縄100Kは環境に配慮した大会を目指し、上記マイコップ給水以外にも様々なことに取り組んでいます。

〇給水所ではマイコップで給水していただきます。コップは受付時にお渡ししますので必ず携行してください。

〇給水所では記録を狙うランナー（上位10名を想定）のみ、紙コップでご提供します。

〇給水所ではジャグからご自身でコックをひねり、給水してください。

〇ご自身で既に別のマイコップ、マイボトルをお持ちの方はそちらをご利用いただいても構いません。

〇マイボトルを各自でご用意いただき、予め補給しておくことをお勧めします。ご自身の好きなタイミングで給水ができるメリットがあります。

導入の目的

誰かに語りたくなる100kmに向けた取り組み

完走メダルのメダルストラップもこ
だわり、再生PET100％材料を使用
した「リサイクル繊維」を採用致しま
した。

【ペットボトルリサイクルのメダルストラップ】

オプションでご購入された参加賞Ｔシャツは生地にこ
だわり、BRING Technology™で再生されたポリエス
テル（BRING Material™）を素材の一部に使用した
「コットンタッチポリエステル」を採用いたしました。

【ペットボトルリサイクルのTシャツ】

ポリエステル100%なのに、まるでコットンのような肌触り。ポリエステル
でコットンのようなワタを作り、そのポリエステルワタで糸を紡ぐことで
コットンの糸を再現しました。一般的なポリエステル糸に比べてひと手
間増やすことで、普段使いでも違和感なく着られる風合いと機能性
を両立しました。
デザインは、走りながら目にする景色や沖縄ならではの食べ物、飲み
物、植物などを詰め込みました。大会が終わった後も沖縄の風景な
どを思い出してくれたらうれしく思います。
また、会場では不要なTシャツの回収を行い、リサイクルに回す取り組
みも行います。

【沖縄南部を周るコース設定】
コースとなる沖縄本島南部には多くの戦跡や平和記
念公園などが存在し、戦いの爪痕を感じ取ることが
できます。平和への意識を高めるとともに、海沿いを
走ることで美しい沖縄の自然に触れ、沖縄の重要な
資源である海を守る意識を啓蒙していきます。

【フードロスの削減】
エイドでご提供するフードやドリンクは
毎年、少なからず余りがでます。本大
会では余ったドリンクなどをフードバン
クに寄付することでフードロスをなくす
取り組みを行います。

【ニライカナイラン＆ウォークの種目設定】
沖縄100Kでは、100km,50kmの他にニライカナイラ
ン＆ウォークの種目も用意。
参加のハードルを下げ、たくさんの方にご参加いた
だけるよう取り組んでいます。




